


当法人のクライアントの経営者（CEO）の年齢は、20代を含む

30代までの合計で50%を超え、40代を含めると約85%となり

ます。そして、当法人のクライアントのビジネスは、フィンテック

をはじめ物流、不動産、建設、教育等の既存事業×テクノロ

ジー、フェムテック、メディカル、ヘルスケア、デジタルマーケ

ティング、メディア、DXコンサル、動画AR・VR、AI・IOT、HRテッ

ク、カーボンニュートラル、Web3.0、宇宙ビジネス等の新しい

ビジネスやテクノロジーが中心になります。若い経営者・経営

陣がリードする成長著しい新ビジネス等に対峙する構成員は、

情熱を持ち、前向きで監査人としてのより早い成長を目指して

います。パートナーを中心に、早い成長を希求する構成員全員

に対して、情熱をもって指導する組織文化を醸成しています。 日本ベンチャーキャピタル協会より、
スタートアップ業界への貢献が評価さ
れました。

Message
【ESネクスト理事長メッセージ】

Q『真剣に、そして本気で、日本の未来を支える』
 
監査法人は資本市場のインフラと言われますが、近年、監査法人における監査の工数増加や

働き方改革に伴う人手不足から、成長企業を含む新規の監査契約の締結が敬遠され、特に、

日本の次世代を担う成長企業が監査契約を締結できないことが、成長企業がIPOを実現する

上でのボトルネックとなっていました。この社会問題を解決するために設立した監査法人で

す。真剣に、そして、本気で、日本の未来を支えます。

次世代『Next』の経営者『Entrepreneur』をサポート『Support』するとの法人のミッション

を監査法人の名前にしている完全にミッションドリブンの監査法人です。IPOそしてIPO後の

新興企業の社会インフラとなることを目指しています。

理事長 パートナー

鈴木 真一郎
Shinichiro suzuki

次世代『Next』の経営者『Entepreneur』をサポート『Support』する

『過去にないスピードで成長をスタートした監査法人のス
タートアップで、日本の未来を支えるスタートアップを支
援し、類を見ないスピードで成長する会計士になろう。』

2020年7月に社会問題解決に強い意識と行動力を持つ7名の
パートナーを含めた9名によって設立した当法人は、2024年7
月1日で設立後4年を経過し、法人のミッションに賛同する多く
のメンバーが集まり30名のパートナーで160名を超える組織
となりました。

受験生に一言！

『個人個人が情熱を持ち、前向きに成長する組織へ』
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ESネクストは2020年7月に設立されたIPO監査をメインとする監査法人です！
様々なバックグラウンドを持つ経験豊富なパートナーが多数集結しています！

ESネクストは『次世代を担う経営者とともに、社会のイノベーションをリードする』
というビジョンを掲げています！
新進気鋭の企業、ひいては日本経済の未来を、監査という側面から支えていきます！

IPO監査では、日本の未来を担う企業
に、監査という側面から関与することが
でき、クライアントが上場した時の達成
感は計り知れないものがあります！
また、最先端の事業を営む企業に触れ
ることができるのも魅力の１つです！

ESネクストってどんな法人？ 若手社員とオフィスツアーにLet’s Go！

Point. 01

Point. 02

Point. 03

Point. 04

「IPO監査難民」という
社会課題解決を目的として
誕生しました！

次世代(Next)の
経営者(Entrepreneur)を
Supportします！

IPO監査にはこんな魅力があります！

ESネクストには
成長できる環境があります！

ESネクストはパートナーや先輩スタッフとの距
離が非常に近く、気軽にコミュニケーションをと
ることができます！
また、1年目から幅広い業務に触れることがで
きるのも大きな魅力です！

カフェエリアも
おすすめです！

詳しくは
P1~2へ！

詳しくは
P5~6へ！

詳しくは
P11~16
P23~24
etc.

詳しくは
P7~8へ！
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スタートアップとは？

Startup ecosy�em and IPO

【 スタートアップとIPOの現状 】

スタートアップとは、革新的なアイデアや技術を強みに、社会にイノベーションを生み出し、急成長す
る新しい企業のことです。
ESネクストのクライアントのほとんどは次世代を担うスタートアップです。

スタートアップは経済発展の要！
全世界の株式時価総額ランキングを見ると、1995年のランキングには伝統的な製造業が並ぶ一方で、
2023年のランキングにはシリコンバレー発スタートアップとしてイノベーションを生み出してきた企業
が並んでいます。
スタートアップは社会経済の発展に大きく寄与しています。

スタートアップへの投資額はますます増加！
ベンチャーキャピタルやコーポレート・ベンチャーキャピタルを中心とする投資機関からのリスクマネー
供給拡大に伴い、国内スタートアップへの投資額は2013年から2022年にかけて10倍の規模に増加
しています。
経済産業省は、2027年度におけるスタートアップへの投資額を10兆円規模を目標としており、スター
トアップへの投資額はますます増加する見込みです。

スタートアップの成長における IPOとは？
スタートアップが社会に大きな影響を与える企業となり、イノベーションを生み出すためには、多大な経
営資源（ヒト・モノ・カネ・情報）が必要となります。
IPOは市場から多額のカネを調達することを可能とします。またIPOにより得られる上場企業としての
信用力はヒト・モノ・情報を集めるにあたりとても重要となります。
以上の理由から、IPOは社会に大きな影響を与える企業となるためには必要不可欠であると言えるで
しょう。

IPO監査難民問題とは？
IPOにあたり必要とされる監査契約を締結できない監査難民が増加している問題のことです。
IPOを目指す企業が増加している一方で、監査の担い手を見つけられない企業が増加しています。
この問題は、監査業界における監査の厳格化に伴う工数増加や働き方改革による人手不足といった問
題のために、新規契約の締結が敬遠されることに起因しています。
ESネクストはこの社会課題を解決するために誕生したミッションドリブンな監査法人であり、現在多く
のスタートアップと監査契約を結んでいます！

■ 1995年時価総額ランキング ■ 2023年時価総額ランキング

■ 国内スタートアップへの投資額
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ESネクストは上場準備期から伴走

IPO準備開始

創業・シード アーリー・ミドル レイター 上　場

スタートアップ
投資の増加 IPO監査難民問題

監査厳格化による

工数増加
働き方改革による

人手不足
新規契約の

締結を敬遠

創業

IPO
事業拡大

スタートアップ業界は追い風Columnコラム

経済におけるスタートアップの重要性が高まる中、2022年に
政府は「スタートアップ育成５か年計画」を策定しました。
将来的にユニコーン企業100社、スタートアップ10万社創出
することを目標に、様々な支援政策が実行されています。
日本におけるスタートアップ業界はさらに拡大することが見
込まれています。

2023スタートアップ支援
関連補正予算

約1.2兆円

１
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4
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Business Model
【 クライアントの主なビジネスモデル 】

��.�％

��.�％

��.�％

経営者の年齢層

50代
40代
30代
20代

成長ステージにある
様々な業種のクライアントや
業界の最先端を走るクライアントに
関与することができる！！

アグリテック
農業×テクノロジーで、日本の農業の
未来を明るくする会社に関与してい
ます！

ゲーム
最先端のARやVRといった技術を使った
ゲーム会社に関与しています！

アパレル（Eコマース）
テクノロジーの利用により、独自のビジネスモデル
で成長しているアパレル企業に関与しています！

フィンテック
金融×テクノロジーで、新しい金融サー
ビスを生み出す会社に関与しています！

スタートアップの経
営者には若い方も多
くいらっしゃいます！

1年目から経営者ディスカッション
にも携われます！
経営者は情熱を持った方が多く、
日々刺激を貰っています。

ヘルスケア
最新のテクノロジーを使用して人々
の健康を増進する会社に関与してい
ます！

AI

IOT/EコマースIOT/Eコマース

XtechXtech

ヘルスケア バイオバイオ

宇宙開発

ドローン
ロボティクス
ドローン
ロボティクス

VR／ARWeb3.0Web3.0

社会問題解決型
スタートアップ
社会問題解決型
スタートアップ

�.�％

経営者ディスカッションの様子
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大手町野村ビルへ本社移転

202
4

社外ガバナンス委員3名在職

11階のオフィス増床

【 ESネクストの歴史と未来予想図 】

Hi�ory Future&

１期生13名入社

2月

2020年7月
設立

3期生28名入社

202
3

202
2

202
7

大手監査法人退職後

CFO 社外役員 証券会社 IPO
コンサル

より深く I PO 知識・経験を
深めたメンバー

2期生24名入社

6月

4月

2月

2月

2月
9名

72名

119名

163名
(8月現在)

202
1

35名

ESネクストの理念に共
感したメンバーが次々
に入社し、法人とともに
大きく成長しています！ 従業員数

300名体制へ

4期生採用予定
（30～40名） スタートアップ業

界のインフラとな
るべく、IPO100社
を目指して邁進し
ていきます！

始まりはシェア
オフィスの一画
でした。

初のIPO達成

8月

設立後3年の月日を経
て、初めてクライアント
の上場に立ち会うこと
ができました！
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事業会社 独 立 監査法人 IPO
ステークホルダー

スタッフ

シニア

マネージャー

パートナー

CFO

CEO 監査社外役員

IPO
コンサルティング 税務

VC 公的機関

その他 証券会社

IPO CareerMap
【 IPOキャリアマップ 】

CFO
監査法人卒業後、上場企業の取締役CFOとし
て、事業会社の経営管理部門を管掌しました。

CFOは、会社経営をヒト・モノ・カ
ネ・情報全ての目線か
ら俯瞰しコントロール
できる、大きな権限と
責任を有するポジショ
ンであるため、とても
やりがいがあります！

コンサル
監査法人卒業後、コンサルティングファームに転職し、多数の企業
のIPO実現にコンサルとして関与しました。

金融庁
監査法人在籍中、金融庁 
公認会計士・監査審査会
（CPAAOB）に２年間出向し
ました。

若く成長余地のあるESネクスト
で、CPAAOBの経験を役立てたい
と思い、全社視点で監査品質を高めて
いきます！

CPAAOBでは、監査法人の検査に従事し
ました。今まで監査法人の中だけで監査を
していましたが、社会から求められている
「監査」がどのようなものか、今後どうして
いかなければならないのか、という視点で
監査品質を身に着けられたのが良かった
です！

ESネクストには、様々なキャリアを経験したパートナーが多数在籍しています！
興味のあるキャリアの話を、実際に経験してきたパートナーに気軽に聞くことができます！

パートナー
監査法人在籍中、2人の子供の出産・育児を経験しています。

独立・社外役員 監査法人卒業後、独立会計士として、
社外役員・ファウンダー・コンサルの
立場から多数のスタートアップの経
営支援を行いました。

スタートアップの規模だからこそ、
若いうちから経営者の相談相手と
して会社の意思決定に関与するこ
とができ、感謝されること、会社の
成長を体感できることが大きなや
りがいです！

頑張れば
頑張るほど
喜ばれます！

組織のone of  themではなく、only oneと
して個人にフォーカスされることも大きい
です！

IPOを目指す企業の経営者は非常にエネル
ギッシュで魅力的な方が多いです。そのよう
な経営者と同じ目線で、自分のやっている
ことが感謝される、エネルギーをもらえる
ことが大きなやりがいにつながります！

ESネクストではクライアントの決算期があまり重なら
ないので、両立しやすいです！

監査法人在籍中に産休や育休を経て、一度独
立開業しました。その後、監査法人という組織
に戻ろうと思ったのは、ESネクストのミッショ
ンへの共感と、子育てと両立していく不安や大
変さより、仕事をすることの達成感や、社会に
必要とされているという実感が大きかったから
です！

スタートアップであれ
ば、若くてもCFOに就任
する機会があります！

人事採用担当

理事パートナー

人事採用担当

理事パートナー

最短で、スタッフ2年、シニア3年、マネー
ジャー5年でパートナーに就任することが
できます！
クライアントの規模が大きくないからこ
そ、早くからインチャージ（主査）の経験
ができ、成長速度が加速します！

IPO監査を経験すると親和性の高い多様
なキャリアに繋がります！
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なっている可能性もあります。経営はこのようなことが連続で
起こり続けます。大事なこととしては、常に様々な情報に触れ
続け、仮説設計の上、その時点で最善と考えられる選択肢を選
び続けること。そしてアクション実行後は仮説検証を経て、また
選択肢を考える、といった具合ですね。
そしてやはり組織なので、ヒトに関する戦略・戦術も適切に立案
し実行できる能力も非常に重要です。組織はヒトで動いている
ので、個々人の能力や状況、雰囲気等も鑑みて配置し、チーム
としてパフォーマンスを発揮できるように組み立てる必要があ
ります。これは人心という数値には表せない領域もあり、私も
大変苦労しました。

藤岡 ： CEOやCFOの相談相手になるのもコンサルの役割だ
と思うけど、そこで求められる資質は？

梅津 ： やっぱり当事者意識じゃないですかね。コンサルはどこ
まで行ってもクライアント内部にはなれないですけど、内部の
方以上に自分事で考えて関わっていくことが大事だと思いま
す。その分、自身に負担はかかってしまいますけど、一歩踏み込
んでやるのは大事ですね。当時はCFOからの信頼を得ること
はもちろんのこと、社長・CEOといった意思決定権者と直接コ
ミュニケーションを取れるポジションも意識して案件に臨んで
いました。あとは、コンサルに限らずですが、案件においてはス
タートダッシュを大切にしていて、最初に良い印象を持っても
らうことで、スムーズに案件を進めていけるようにすることも意
識していました。

藤岡 ： 懐に飛び込むことやスタートダッシュは独立でもとても
大事ですね。まずは経営者に信用してもらうことが一番なの
で。信用してもらうにも色々な要素があって、単に知識や経験
だけでなく、人として気に入られるというようなソフトスキルも
必要だと思います。信用を得られるようになれば、経営者は横
のつながりも強いので、目の前の仕事から別の仕事に繋がる

Q. それぞれの道に進んだきっかけは何ですか？

藤岡 ： 〇〇監査法人の藤岡ではなく、会計士の藤岡として成果
を残したいと思っていました。いきなりは難しいので、監査法人
でしばらく修行をして、その中で知識や経験、人的ネットワーク
を積み重ねながら、やりたいことが実現できると思えたタイミ
ングで独立を決意しました。

鯛 ： 大学卒業後、会計士として大手監査法人でキャリアをス
タートし、監査業務を10年ほどやりました。そのような中、知人
より連絡があり、その知人のいる会社の取締役CFOにならな
いかと言われたことがきっかけです。私は実家が自営業で、昔
から経営というものを身近に感じていたこともあり、事業会社
で、かつ裁量権ある立場でチャレンジしたい気持ちが大きくな
り、転職を決断しました。

梅津 ： コンサルに進もうとしていた当時は、CFOになりたいと
思っていましたが、大手監査法人での5年半の大企業中心の監
査経験のみでは、CFOとして活躍していける自信・イメージが
全く浮かばず、、、足りない知識・経験を補うために武者修行す
る気持ちでコンサルへの転職を決めました。会社として勢いの
ある成長企業に関われる点に魅力を感じ、IPOコンサルを選択
しました。

Q. それぞれの職種で求められる資質・能力は
　  どのようなものですか？

鯛 ： CFOといっても様々なスタイルの方々がいらっしゃるので
一概には言えませんが、私は会社の状況変化に応じて柔軟に
対応できる能力を備えておくことが特に重要ではないかと考
えています。内外の環境は変化し続けるため、例えば、今日正
解だと考えて起こしたアクションが、１ヵ月後には正解ではなく

部管理体制が整えられていったかの過程を直接見ることはで
きない一方で、IPO監査ではこの過程を臨場感持って味わえる
点も親和性を感じる理由のひとつです。

藤岡 ： 独立という観点でもESネクストで働くことは同じメリット
があると思います。独立した直後で、大企業から直接仕事を受
けることは非常に稀で、基本はリソースやケイパビリティが足
りていない中小・スタートアップから依頼を受けることがほと
んどだと思います。ESネクストはそういったクライアントがほと
んどなので、そうした会社をたくさん見ておくことで、経験も積
めるし、人的ネットワークができると思います。特に最近思うの
は、ESネクストメンバーの繋がりは将来独立等を考えた場合に
非常に大きな財産になり得るということ。スタートアップやIPO
監査に興味がある人がこの法人に集まっているので、その輪に
入っておくことは間違いなく将来の可能性を広げることにつな
がると確信しています。

鯛 ： ESネクストは監査法人なので、監査の知識・経験が身に付
くことは当然ですが、早期に経営というものに触れられるのが
最大のメリットだと考えています。具体的には、まず法人内に
様々なバックグラウンドのパートナーが在籍しており、私も含
めて事業会社出身の方々が複数人います。事務所内は風通し
良く、気軽に経営や事業の話をすることができます。また、ESネ
クストのクライアントは最新のビジネスを取り扱っているケー
スが多く、かつ若い年次から経営層と会話ができる機会も豊富
にあります。こういった機会に触れれば触れるほど、自身の経営
に対する軸が自然に醸成されますし、藤岡さんも仰っているよ
うに人的ネットワークも構築されていきますので、将来いざ職
業を事業会社にシフトする際にも必ず役立ちます。CFOキャリ
アの私の意見としては、この環境に早く飛び込んだ方が有益で
あることは間違いないですね。

という好循環が生まれてくる。

鯛 ： 社外役員になる会社をみるときは何を意識していますか？

藤岡 ： 事業内容はもちろんですが、経営者がどういった方なの
かをよく見ています。長期目線で事業に取り組んでいて、事業
を大きくしていくことを常に考えているような方と同じ船に
乗って議論等するのは面白いですね。他には人を引き付ける力
が強い人ですかね。そういう人たちに声をかけられたら断らな
いようにして、それが結果、上場につながっているという感じで
す。

梅津 ： 藤岡さんの思う、人を引き付ける力が強い人はどんな人
ですか？

藤岡 ： 天才肌とかカリスマ性とか、色々な表現の仕方があると
思いますけれども、この人と一緒に仕事をするのは面白そう、
楽しそうって思わせる人じゃないでしょうか。理事長の鈴木さん
もそういうタイプかもしれない笑。

Q. ファーストキャリアをESネクストにするメリットは
　 どんなところにあると思いますか？

梅津 ： IPOコンサルスキルの吸収・定着との親和性でいうと、
ESネクストの監査環境はうってつけだと思います。コンサル
は、課題に対して適切なソリューションを提供して、その改善を
図っていく仕事なので、まさに改善課題溢れる状態のIPO準備
企業を相手に、監査を通じて指導的機能を多分に発揮できる
IPO監査は、コンサル力を高める経験機会にとても恵まれてい
ると感じます。上場会社は、IPO時に厳しい審査を通過してお
り、一通りの内部管理体制が整っている状態なので、上場会社
監査では、何もできていなかった状態からどのように会社の内
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